
 

あじさい 1組 自立活動 「まあいっか 名人になろう」 
段

階 
学習活動・予想される児童の反応 本時見られた深く学び続ける
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１ 前時の振り返りをし、本時のめあてをつかむ。 

〇 前時に取り組んだ、気持ち切り替えチケットを振り返る。

本時につながる動画を見る。 

 

 

２ ゲームに負けそうでイライラしているときの自分の気持ち切

り替えチケットを選ぶ。 

 〇 自分の課題に応じて気持ち切り替えチケットを選ぶ。 

３ ゲームに取り組み、チケットを使ってみながら、自分に合った

方法を見つける。 

・ 時間制限や先生チームとの対抗戦という場面を設定しゲ

ームに取り組む。（３分間で音が鳴る合計数を競う） 

【方法選択】（自分に合った方法を選ぶ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別と協働の一体的充実】 
・ 一回戦を終えて自分の気持ち切り替えチケット（方法）に

取り組む。どのチケットを使ったか友達に話す。 

・ 二回戦を終えて、気持ち切り替えチケット（方法）を選び   

直して使う。どのチケットを使ったか友達に話す。 

 〇 選んだ方法をやってみて自分に合う方法だったか話す。友

達の方法を聞く。 

４ 学習をまとめ、振り返る。 

 〇 振り返りシートに書く。 

 

 

 

・ 自分の気持ち切り替えチケットを選ぶことができた。 

・ これからお友達の選んだチケットもやってみたいと思いま

した。 

・ 家で注意されたりしてイライラしたときに、チケットのこと

を思いだして切り替えてみたい。 

〇 教師による動画（ゲーム

に負けそうでイライラし、

気持ちの切り替えができた

とき、できなかったとき）

を見ることで、本時のゴー

ルを確かめることができ

た。 

〇 自分の学習方法をチケッ

トという可視化した形にす

ることで、とらえやすくで

きた。また、選んだチケッ

トを黒板に貼ることで、自

分が取り組んだチケット以

外の方法も試してみようと

する姿が見られた。（資料

１） 

 
≪資料１ チケットを考える≫ 

 

 
 活動の中で実際に選んだチケ

ットを使い、切り替えがで

きた後、次の活動に向かう

姿が見られた。≪資料２≫ 

 

 
≪資料３ 振り返り≫ 
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○ 友達が選んだ方法を積極的に試して、気持ちの切り替えをしようとする姿が見られた。 

△ すごろくやイライラ棒で、イライラする状況を意図的に作り、チケットの選択につないだが、イ

ライラしない子もいて、チケット選びに迷っている場面があった。 

△ チケットを使って気持ちを切り替えることができてどうだったかを、発表する時間を多くとれば

よかった。 

 

自分にぴったりの 気持ち切り替えチケットを見つけよう。 

 自分に合った方法を見つけると、イライラせずに、まあい

っかと思うことができる。 
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